
（様式２） No.１ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

総務部 ＩＴ推進課

付議区分 予 定

付議事項 ペーパーレス会議の開始について

事案要旨 １ 概要

つくば市においては，各種多様な事業を推進することに伴い事務量の増加

や紙資料の増加が課題となっている。事務の効率化及び紙資源消費量の削

減，印刷コストの低減を図るために，ペーパーレス会議システムを導入す

る。平成27年11月からタブレット端末を用いたペーパーレス会議の本格的運

用に向けて準備を行っている。

２ 日時

平成28年１月開催の庁議から一部運用開始

３ 導入規模

タブレット端末 90台

４ システムの特徴

・ペーパーレス会議システム上に表示されている資料画面が，報告者の進

行に合わせて一斉に画面が切り替わることにより会議進行がスムーズに

行われる。

・ペーパーレス会議システム上に表示された資料画面に，手書きでメモを

書き込み，データで保存することによって，印刷することなくデータ共

有が出来るため，完全なペーパーレス化が可能となる。

５ 導入予定の会議

・庁議関係会議（庁議・幹事会議・企画監会議）

・部長等連絡会議
・次長等連絡会議



（様式２） No.２ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

市民部 文化振興課

付議区分 予 定

付議事項 「平成28年つくば市成人の集い」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

次世代のつくば市を担う新成人の門出を祝い，社会の一員としての自覚

と責任感を育成することを目的として開催する。

２ 日時 平成28年１月10日（日）受付12:45 式典開始13:30

３ 場所 つくばカピオ サイバーダインアリーナ

４ 対象者

平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの新成人

2,489人（男性1,346人，女性1,143人）※平成27年11月１日現在

参考：平成27年対象者数 2,727人 参加者数 1,630人（対象の59.8％）

５ 内容

第一部 式典（13:30～14:00）

誓いの言葉：平成28年つくば市成人の集い実行委員長

新成人に贈る言葉：つくば市長

来賓祝辞：つくば市議会議長 国会議員

来賓紹介

第二部 ステージイベント（14:15～15:00）

新成人による演奏会

思い出がいっぱい（スライドショー）

６ 主催

つくば市成人の集い実行委員会，つくば市，つくば市教育委員会

７ その他

主に各中学校から推薦された新成人（41人）が実行委員会を組織し，主

体的に企画・運営を行い，行政が補助する体制で事業を開催する。



（様式２） No.３ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

教育局 総合教育研究所

付議区分 予 定

付議事項 「第８回つくば市小学校対抗環境かるた大会」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

県立竹園高校が平成19年に作成した「環境かるた」は，小中学生に環境

について関心をもってもらうという願いを込めて，市内の学校等に寄贈さ

れた。本大会は，この精神を受け市内の小学生たちが「環境かるた」の遊

びを通し，相互の親睦を図るとともに，地球温暖化等の環境問題にも関心

が向かうことを望み，全小学校参加のもとに開催するものである。

２ 日時 平成28年１月16日（土） 9:30～

３ 会場 つくば市役所 会議室201，202，203

４ 参加者

(1)選手 市内各小学校３名(４～６年生） 37校×３名＝111名

(2)運営委員 教育局職員と中学生20名

（中学生：手代木光輝学園10名，つくば洞峰学園10名）

５ 日程 9:15 受付

9:30 開会式

9:45 試合開始 予選リーグ → 決勝トーナメント

12:00 閉会式



（様式２） No.４ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

経済部 産業振興課

付議区分 予 定

付議事項 つくば市大学生就職プラットフォーム事業「つくばで働こう! 合同就職面

接会」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

若者の市内定着化を目的に，地方創生（先行型）事業の１つとして，

国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）を

活用し，新卒大学生などを対象に市内事業所との合同面接会を実施する。

２ 日時 平成28年１月21日（木）12:00～15:00（受付11:30～14:30）

３ 会場 オークラフロンティアホテルつくば 本館３階

４ 参加事業所 市内に本社または勤務先がある事業所36社

製造業 ：９社 卸・小売業：７社 建設業 ：２社

ＩＴ関係 ：６社 医療福祉 ：４社 金融証券保険：１社

サービス業：７社 (障害者採用 ：３社)

５ 参加対象者 平成28年３月卒業予定の学生もしくは既卒３年以内の求職者

で，①市内の大学出身者，②市内出身者，③つくば市に定

住しようと希望している方。

６ 参加予定者 約50名（参加費無料，当日受付）

７ 周知大学 関東圏287大学(市内３大学及び福島県内大学含む）

８ 主催 つくば市

９ 協力 筑波大学，筑波学院大学，筑波技術大学



(様式２) No.５
公 開 可 ・ 否

公開時期 1 庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・(課)名

科学技術振興部 科学技術・特区推進課

付議区分 予 定

付議事項 「つくばロボットフォーラム2016」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

「つくばモビリティロボット実験特区」が，昨年７月の法改正等により

全国展開され，一定の条件を満たす全国の地域において公道実験走行が可

能となった。一方で，搭乗型移動支援ロボット等の新しい技術の社会実装

を促進し，地方創生等に資するためには，既存の社会制度の変革や安全性

の検証等をさらに続けていくことが必要である。

本フォーラムでは，搭乗型移動支援ロボットに係る我が国の規制緩和の

現状と課題，今後の方向性等について広く共有を図ることを通じて，多く

の地域や関係者によるロボット技術の社会実装を促進し，もって，各地域

が抱える社会問題の解決や地方創生等に資することを目的に開催する。

２ 日時 平成28年１月22日（金）14:00～16:50（交流会 17:10～18:00）

３ 場所 秋葉原ダイビル ２階コンベンションホール

４ 定員 400名（参加費無料，要事前登録）

５ 内容

【プレゼンテーション１】

〇文部科学省 研究開発基盤課 課長 渡 辺 その子 氏
わたなべ

「国からのつくばを含む地方での取組への期待」

〇警察庁 交通企画課 課長補佐 毛利 祐子 氏
もうり ゆうこ

「ロボット特区に係る警察庁のこれまでの取組」

〇国土交通省 技術政策課 車両安全対策調整官 村井 章展 氏
むらい あきのぶ

「ロボット特区を全国展開することの意義について」

【プレゼンテーション２】

〇つくば市 科学技術振興部 部長 上田 智 一
うえた ともかず

「つくばモビリティロボット実験特区の取組等について」

〇セグウェイジャパン株式会社 取締役 秋 元 大 氏
あきもと だい

「国際的なモビリティの動向」

〇産業技術総合研究所 ロボットイノベーション研究センター

総括研究主幹(兼務)スマートモビリティ研究チーム長 松 本 治 氏
まつもと おさむ

「モビリティロボットの安全性について」
６ 主催 つくば市，つくばモビリティロボット実証実験推進協議会



（様式２） No.６ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成27年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

教育局 教育総務課，教育指導課，

総合教育研究所

付議区分 予 定

付議事項 「平成27年度つくば市中学生未来議会」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

つくば市の未来を担う生徒たちが「中学生未来議会」を通して，市議会や

市政の仕組みについて学び，自分たちが暮らす地域やまちづくりについて理

解と関心を高める機会とする。

２ 日時 平成28年１月27日（水） 13:30～16:00

※本会議日程は，添付資料のとおり。

３ 会場 つくば市議会 本会議場

４ 参加者 中学生未来議会議員 各学園第８学年 計32名

答弁者 市長，教育長，関係部局長等

５ 内容

「これからのつくば市と私たち～優しく健やかに生きよう～」をテーマ

に，つくばスタイル科の授業で学習した内容を電子黒板の活用によりプレゼ

ンテーションを行う。15学園を３学園ずつ５グループに分け，４グループは

一般質問を行い，１グループは議員提案を行う。



（様式２） No.７ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

市民部 スポーツ振興課

付議区分 予 定

付議事項 科学万博30周年記念事業「第23回つくば健康マラソン大会」の開催につい

て

事案要旨 １ 趣旨

気軽に参加できるマラソン大会を開催することにより，生涯スポーツ

としてのランニングの普及と健康づくりの促進を図る。
２ 日時 平成28年１月30日（土）荒天の場合は31日(日)

8:50開会式 9:30スタート
３ 会場 研究学園駅前公園（駐車場は，職員駐車場を使用。）
４ 種目（各種目男女別）
(1)ファミリーの部 ２ｋｍ ※小学１・２年生と保護者が一緒に走る。
(2)小学３・４年生 ２ｋｍ
(3)小学５・６年生 ３ｋｍ
(4)中学生 ５ｋｍ
(5)一般・高校生以上 ５ｋｍ
(6)一般・40歳以上 ５ｋｍ

５ 申込 1,798名（ファミリーの部397組）
※前回申込1,715名（ファミリーの部401組）

実績1,463名（ファミリーの部348組）
６ 主催 つくば市，つくば健康マラソン大会実行委員会
７ その他
(1) 先導車として超小型モビリティを活用するほか，会場周辺において
は，交通規制を実施する。

(2) スーパースポーツゼビオの協力によりランニングクリニックを開催
開催日時 平成28年１月16日(土) 14:00～，15:30～

平成28年１月17日(日) 13:00～，14:30～，16:00～



（様式２） No.８ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

企画部 企画・国際課

付議区分 予 定

付議事項 Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合開催記念！「国際連合職員による国際

理解講演会」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合開催を記念して，国際連合職員によ

る国際理解講演会を実施する。

国連加盟国が2015年に合意した「持続可能な開発のための2030アジェン

ダ」には，貧困・ジェンダーの平等・保健・気候変動・エネルギーなど多

くの開発目標が含まれており，これらの課題は2015年のエルマウサミット

でも議論された。

国連が開発目標として掲げている地球規模の課題についての話を通じて,

来年の伊勢志摩サミットで話し合われる可能性がある内容について学び，

サミットへの関心を高めることを目的とする。

２ 日時 平成28年１月31日（日）14:00～16:00

３ 場所 イーアスつくば２Ｆ イーアスホール

４ 内容

講師：国際連合開発計画（ＵＮＤＰ）駐日代表事務所

プログラムアナリスト 野口 義明 氏
のぐち よしあき

演題：サミットってどんなことを話すの？

～Ｇ７と世界の課題と国際連合～

５ 定員 70名（入場無料，要事前申込）

６ 主催 つくば市

７ 後援 Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合推進協議会



（様式２） No.９ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

経済部 産業振興課

付議区分 予 定

付議事項 「つくばビジネスフェア2016」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

市内に立地する中小企業やベンチャー企業等の交流及び取引機会の拡大，

さらには，大学や研究機関等の研究者とのネットワーク形成を図る。

なお，『つくば発 未来を創る研究成果・製品技術の発表と交流の場』と

して，「SATテクノロジー・ショーケース2016（主催：つくばサイエンス・

アカデミー）」と同時開催する。

２ 日時 平成28年２月４日（木）9:30～17:00

３ 場所 つくば国際会議場

４ 内容

（１）製品・技術等の展示（市内立地の企業・研究機関など約60ブース）

（２）講演①「つくばのイノベーションエコシステム構築に向けた取り組み」

講師 つくばグローバル・イノベーション推進機構

事務局長 末広 峰政 氏
すえひろみねまさ

講演②「産学官連携の取り組みについて｣

講師 みずほ銀行 金融・公共法人業務部 野口 俊 氏
のぐちしゆん

（３）技術シーズ活用提案会

（４）出展企業によるショートプレゼンテーション

５ 入場料 無料

６ 主催 つくば市

７ 共催 一般社団法人つくばグローバル・イノベーション推進機構，

つくばサイエンス・アカデミー



（様式２） No.10 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

市長公室 つくば市東京事務所

付議区分 予 定

付議事項 「第９回つくば産産学連携促進市inアキバ」の開催について

事案要旨 １ 趣旨

首都圏企業と市内の研究機関・企業との研究・技術開発面の交流やビジ

ネスマッチングの場の提供を目的として開催する。

今回は，「食」の魅力を科学する～「カラダ」を創る「食」の「チカ

ラ」～をテーマに掲げ，基調講演，研究事例発表及びブース展示を行う。

開催を通して，機能性食品から農に至るまで幅広い「食」分野において

新たなビジネスチャンスを探るとともに，展示においては，研究学園都市

に集積する様々な最先端研究の成果や最新技術も紹介する。

２ 日時 平成28年２月９日（火） 13:00～17:30

３ 会場 秋葉原ダイビル ２階コンベンションホール

４ 内容

(1) ステージプログラム

基調講演 「農研機構における植物工場の研究成果とつくば発食農イノ

ベーション戦略」

講師 農業・食品産業技術総合研究機構

上席研究員 中野 明正 氏
なかの あきまさ

研究事例発表 「地域食資源の機能性研究」

講師 筑波大学 生命環境系 教授 礒田 博子 氏
いそだ ひろこ

東京都からのメッセージ

出展者プレゼンテーション

(2) 展示相談コーナー

研究機関，企業及び産業支援機関等29ブース出展

(3) 交流会

講師，来場者及び出展者の交流，つくばの特産品等紹介

５ 定員 400名（入場無料，要事前申込）

６ 主催 つくば市

７ 共催 東京都，筑波大学，産業技術総合研究所，

農業・食品産業技術総合研究機構，つくば市商工会

８ 後援 経済産業省関東経済産業局 ほか11団体



（様式２） No.11 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

総務部 行政経営課

付議区分 予 定

付議事項 「第３次つくば市行政改革大綱」（案）のパブリックコメントの実施につ

いて

事案要旨 １ 趣旨

先の大綱策定から10年余りが経過した今，変化し続ける社会情勢に対応

し，更に市民サービスを向上させるため，第３次つくば市行政改革大綱を

策定し，不断の行政改革に取り組む必要がある。

大綱策定に当たり，市民の意見を反映させるためにパブリックコメント

を実施する。

２ 意見募集期間

平成28年１月８日（金）～平成28年２月１日（月）［25日間］

３ 資料の閲覧場所

行政経営課（市役所５階），市ホームページ，情報閲覧コーナー（市役

所１階），各窓口センター，各地域交流センター

４ 意見提出方法

上記閲覧場所（情報閲覧コーナーを除く）に直接，又は行政経営課に郵

送，FAXで送付。その他，市ホームページからEメール，又は電子申請・届

出サービスの入力フォームに必要事項を入力して送信。

５ 経過

平成27年４月～８月 行政改革調整会議（２回）

平成27年５月 行政改革調整コア会議（１回）

平成27年７月～10月 行政経営懇談会（４回）

平成27年11月 行政改革推進本部会議（１回）

６ 今後の予定

パブリックコメント終了後，行政経営懇談会において，パブリックコメ

ント結果を報告するとともに，意見を聴く。その後，庁議において審議を

行い，平成28年３月ごろ，上記閲覧場所及び市ホームページで公表する。



（様式２） No.12 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

環境生活部 廃棄物対策課

付議区分 予 定

付議事項 「つくば市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（平成22年度～平成31年度）
平成27年度改定版」（案）のパブリックコメントの実施について

事案要旨 １ 趣旨
本市の一般廃棄物処理を計画的に進めるため，平成21年３月に「つくば

市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画」を策定した。この間つくばエクスプレス
沿線開発等に伴う人口増加や相次ぐ商業店舗の進出により，策定当初と比べ
てごみ処理を取り巻く環境が変化してきている。この環境の変化に将来的に
も対応できる計画に見直しを行うにあたり，市民意見を聴取するためパブリ
ックコメントを実施する。
２ 意見募集期間
平成28年１月８日（金）～平成28年２月１日（月）［25日間］

３ 資料の閲覧場所
廃棄物対策課（市役所３階），市ホームページ，情報閲覧コーナー（市
役所１階），各窓口センター，各地域交流センター

４ 意見提出方法
上記閲覧場所（情報閲覧コーナーを除く）に直接持参，又は廃棄物対策
課に郵送，FAXで送付。その他，市ホームページからＥメール，又は電子申
請・届出サービスの入力フォームに必要事項を入力して送信。

５ 経過
平成26年11月～平成27年10月 つくば市一般廃棄物減量等推進審議会

（５回）
平成27年２月～平成27年８月 資源化技術検討専門部会（３回），啓発

普及検討専門部会(２回)
６ 今後の予定
パブリックコメント終了後，つくば市一般廃棄物減量等推進審議会でそ
の結果を報告し，意見を聴く。その後，庁議にて審議を行い，平成28年３
月ごろ，上記閲覧場所及び市ホームページで公表する。



（様式２） No.13 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

福祉部 社会福祉課

付議区分 予 定

付議事項 「つくば市地域福祉計画（第３期）」（案）のパブリックコメントの実施に

ついて

事案要旨 １ 趣旨

平成23年３月に策定した「つくば市地域福祉計画（第２期）」が平成27年

度で最終年度を迎えるにあたり，地域福祉の一層の進展を図ることを目的と

して平成28年度から平成32年度までの５ヶ年を計画期間とする「つくば市地

域福祉計画（第３期）」を策定する。

計画策定に当たり，市民の意見を反映させるためにパブリックコメント

を実施する。

２ 意見募集期間

平成28年１月８日（金）～平成28年２月１日（月）［25日間］

３ 資料の閲覧場所

社会福祉課（市役所２階），市ホームページ，情報閲覧コーナー（市役所

１階），各窓口センター，各地域交流センター

４ 意見提出方法

上記閲覧場所（情報閲覧コーナーを除く）に直接，又は社会福祉課に郵

送，FAXで送付。その他，市ホームページからEメール，又は電子申請・届

出サービスの入力フォームに必要事項を入力して送信。

５ 経過

平成26年12月～平成27年10月 策定委員会（４回）

平成27年３月 市民アンケート

平成27年９月 市民ワークショップ（２回）

６ 今後の予定

パブリックコメント終了後，策定委員会において，パブリックコメント結

果を報告するとともに，意見を聴く。その後，庁議において審議を行い，

平成28年３月ごろ，上記閲覧場所及び市ホームページで公表する。



（様式２） 公 開 可 ・ 否No.14
公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

部・室・局・（課）名庁 議 付 議 事 案 書
福祉部 障害福祉課

付議区分 予 定

付議事項 「第２次つくば市障害者計画 後期計画」（案）のパブリックコメントの実

施について

事案要旨 １ 趣旨

「第２次つくば市障害者計画」は，障害者基本法に基づく「市町村障害

者計画」として，平成22年度から平成31年度までの10年間における本市の

障害者施策を総合的・計画的に定めたものである。

今般，関係法令や社会環境等が変化したことに伴い，これまでの取組の

進展などを踏まえた中間見直しを実施し，「第２次つくば市障害者計画 後

期計画」を策定するにあたり，市民の意見を反映させるためパブリックコ

メントを実施する。

２ 意見募集期間

平成28年１月８日(金) ～ 平成28年２月１日(月) [25日間]

３ 資料の閲覧場所

障害福祉課（市役所２階），市ホームページ，情報閲覧コーナー（市役

所１階），各窓口センター，各地域交流センター

４ 意見提出方法

上記閲覧場所（情報閲覧コーナーを除く）に直接，又は障害福祉課に郵

送，FAXで送付。その他，市ホームページからＥメール，又は電子申請・届

出サービスの入力フォームに必要事項を入力して送信。

５ 経過

平成27年５月～10月 つくば市障害者計画策定懇談会（４回）

平成27年６月 福祉支援センター利用者へのアンケート調査

障害福祉サービス事業所へのヒアリング調査

平成27年８月 各部署の障害者施策に関する調査

６ 今後の予定

パブリックコメント終了後，つくば市障害者計画策定懇談会において，

パブリックコメント結果を報告するとともに，意見を聴く。その後，庁議

において審議を行い，平成28年３月ごろ，上記閲覧場所及び市ホームペー

ジで公表する。



（様式２） No.15 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

保健医療部 健康増進課

付議区分 予 定

付議事項 第３期つくば市健康増進計画「健康つくば21」（案）のパブリックコメン

トの実施について

事案要旨 １ 趣旨

健康増進法に基づき，市民一人ひとりが健やかでこころ豊かに生活が送

れるように，つくば市健康増進計画を策定し事業を展開している。今年度
で第２期計画が終了するため，「健康寿命の延伸（健幸長寿日本一をつく
ばから）」を目標に掲げた第３期つくば市健康増進計画「健康つくば21」
を策定する。計画の策定にあたり，市民の意見を反映させるためパブリッ
クコメントを実施する。
２ 意見募集期間
平成28年１月８日（金）～ ２月１日（月）〔25日間〕

３ 資料の閲覧場所
健康増進課（市役所１階），市ホームページ, 情報閲覧コーナー（市役
所１階），各窓口センター，各地域交流センター
４ 意見提出方法
上記閲覧場所（情報閲覧コーナーを除く）に直接持参，又は健康増進課
に郵送，FAXで送付。その他，市ホームページからＥメール，又は電子申請
・届出サービスの入力フォームに必要事項を入力して送信。
５ 経過
平成27年２月～平成27年10月 つくば市健康づくり推進協議会（４回)
平成27年５～６月 市民アンケート

６ 今後の予定
パブリックコメント終了後，つくば市健康づくり推進協議会において，
パブリックコメント結果を報告するとともに，意見を聴く。その後，庁議
において審議を行い，平成28年３月ごろ上記閲覧場所及び市ホームページ
で公表する。



（様式２） No.16 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

環境生活部 危機管理課

付議区分 報 告

付議事項 「つくば市地域防災計画」の改定について

事案要旨 １ 趣旨

つくば市地域防災計画（本編，災害時行動マニュアル編，資料編で構成）

を，関連する各種法改正への対応及び東日本大震災や竜巻災害等の教訓

をいかした実効性のある計画に改定するため，パブリックコメントによる

意見を反映させ，平成27年11月20日のつくば市防災会議において，計画の

改定を決定した。

２ 経過

平成27年６月５日 つくば市防災会議で，つくば市地域防災計画（本編）

改定内容を審議し，素案を決定

平成27年７月６日 パブリックコメントにより意見を募集

～８月４日 （12人（団体含む）から41件の意見提出あり）

平成27年11月20日 つくば市防災会議で，意見に対する市の考え方及び

担当課修正案を審議し，一部修正の上，計画を決定

３ 計画の公開

つくば市地域防災計画（本編，災害時行動マニュアル編，資料編）を，

つくば市ホームページで公開



（様式２） No.17 公 開 可 ・ 否

公開時期 1 庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

保健医療部 健康増進課

付議区分 報 告

付議事項 まち・ひと・しごと創生交付金事業「健幸長寿日本一をつくばから」につ

いて

事案要旨 １ 趣旨

若い世代から生活習慣病予防・重症化予防に取り組み，高齢者になって

も住み慣れた地域で，健康でいきいきした生活を送ることを目指す。健康

寿命を延ばすことで，介護保険給付費の抑制と医療費の削減を図る。

当事業は，地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行

型）先駆的事業分（タイプⅠ）に選定された。

２ 内容

(1)「出前健康・体操教室」の対象年齢の制限をなくし，全市民を対象とす

る。新たに「多世代交流出前教室」「企業連携教室」等を実施する。

(2)子連れでも健康講話講師等として携われるようにすることで，雇用促進

を図る。

(3)市民と企業とが連携し，さまざまな場所において教室を開催する。

３ 今後の予定

市内97,500世帯に対し，広報つくば１月号と合わせて周知ちらしをポス

ティングする。（１月４日～７日配布）



（様式２） No.18 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成28年１月６日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

科学技術振興部 科学技術・特区推進課

付議区分 報 告

付議事項 「つくば市生活支援ロボット普及促進事業 ～トライアルユース～」につい

て

事案要旨 １ 趣旨

国際安全規格ISO13482の認証を受けた生活支援ロボット（ロボット）の

販売等を営む企業（ロボットメーカー）と連携し，市内の事業者に対する

ロボットの体験・試用・検証の機会の提供を通じて，ロボットの普及促進

を図り，もって，国際戦略総合特区の推進に寄与することを目的とする。

２ 実施方法

具体的には，ロボットメーカーと市が協定を締結し，以下の共同事業を

実施する。なお，市は事業実施に要する費用を一部負担する。

（１）ロボットの導入を検討する市内の事業者に対し，体験会を開催する。

（２）ロボットを試用したい事業者（ユーザー）は，市から承認を受けた

上で，ロボットメーカーからロボットの貸与を受ける。

（３）試用期間中，ロボットメーカーは，ユーザーによるロボットの導入

効果の検証を支援し，市に結果を報告する。

３ 協定締結及び体験会の開催

第１弾として，ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社と平成28年１月１日付けで

協定を締結した。２月上旬に体験会を開催（詳細については，後日記者会

にお知らせ）する予定である。




